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２．会長挨拶  堺商工会議所  

副会頭 

          堀畑 好秀  

 

 

３．顧問挨拶  西日本電信電話株式会社 

        執行役員関西支店長 

          小川 成子  

    

 

４．議長選出   【大阪支部会則により支部長】 

 

    

５．議  事  【第１号議案】 ２０２３年度事業活動報告 

【第２号議案】 役員人事について（案） 

       【第３号議案】 ２０２４年度事業活動計画（案） 

 

    

６．議長解任 

 

    

７．そ の 他 

 

    

８．閉   会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 1 - 

【第１号議案】 

 

２０２３年度 事業活動報告 

 
 

２０２３年度事業計画に基づき、テレコミュニケーション教育事業（電話応対コンクール、企業電話応

対コンテスト、電話応対技能検定等）を通じて、顧客満足経営を推進する企業の人材育成を支援する

とともに、ＩＣＴ活用推進事業（各種セミナーやホームページ等による情報提供）の実施により、会員及び

情報通信サービス利用者の利便増進に取り組んできました。 

具体的な実施状況は以下の通りです｡ 

 

 

１．テレコミュニケーション教育事業 

（１）電話応対コンクール 

各企業の社員の電話応対と応対技能のレベルアップを通じて、顧客満足経営の推進を図るための 

人材育成を目的として毎年実施しています。 

参加者は、毎年設定される競技問題に取り組み、電話応対サービスの技能を競い合います。 

  

項目 実施日 実施場所 事業所数 参加者数 入賞者 

一次予選会 

（録音審査方式） 

６/９（金）～ 

６/２２（木） 
参加事業所 ５９社 ２９３名 １６０  

大阪南エリア大会 ８/２２（火） 大阪トヨペットビル ２４社 ３８名 １０  

大阪東エリア大会 ８/２３（水） 大阪トヨペットビル ２４社 ３９名 １０  

大阪エリア大会 ８/２４（木） 大阪トヨペットビル ２５社 ４０名 １０  

大阪北エリア大会 ８/２５（金） 大阪トヨペットビル ２６社 ４０名 １０  

大阪大会 ９/１４（木） 大阪新阪急ホテル １８社 ４０名 １０  

合計 １８７   ５５０    １７６   

※全国延参加者：６,３１６名 

 

大阪大会は、２０２３年９月１４日（木）、大阪新阪急ホテルに於いて開催し、エリア大会同様に３年ぶり

に観客（応援者）を入れ、各エリア大会を勝ち上がった４０名の出場選手が全国大会出場の座をかけて

熱い戦いを繰り広げました。なお、大会模様については参加事業所等からの要望に応え、リアルタイム

でのライブ配信を実施しました。 
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審査員、入賞者１０名は以下の通りです。 

なお、上位３名（優勝・準優勝）は、大阪府の代表として『第６２回電話応対コンクール全国大会』へ出

場しました。 

 

電話応対コンクール 大阪大会 審査員 

事業所名・役職 氏 名 

Ｂ-コミュニケーション(株) 伊藤 康子 

オフィスプラスアルファ 代表 内海 道子 

オフィスＲＩＮ 代表 奥田 郁子 

ｃｏｍ．企画 代表 小堀 恭子 

ＤＩＡサポート 代表 橋本 美詠子 

 

電話応対コンクール 大阪大会 結果 

賞 事業所名 氏 名 

優  勝 三井住友カード株式会社 山路 智子 

準優勝 
佐川急便株式会社 大阪営業所  

ダイキン工業株式会社  

今村 いずみ 

熊本 開 

優良賞 

三井住友カード株式会社 

大同生命保険株式会社 

ＮＴＴファイナンス株式会社 

大同生命保険株式会社 

大同生命保険株式会社 

ＮＴＴビジネスソリューションズ株式会社  

サポートビジネスセンタ大阪八尾 

日本生命保険相互会社 

冨浦 優也 

原田 由香 

中村 公祐 

徳島 良亮 

多賀 麻衣子 

谷口 翔太 

 

安西 裕美 

 

 

『第６２回電話応対コンクール全国大会』は、２０２３年１０月２０日（金）北海道札幌市「札幌文化芸術

劇場ｈｉｔａｒｕ」で開催されました。各都道府県大会を勝ち抜いた５７名の代表選手が自らの技量をフル

に活かし、熱い戦いを繰り広げました。なお、大阪府代表３名の結果は以下の通りです。 

 

電話応対コンクール 全国大会 結果 【大阪府代表】 

賞 事業所名 氏 名 

優秀賞 
三井住友カード株式会社 

佐川急便株式会社 大阪営業所 

山路 智子 

今村 いずみ 

優良賞 ダイキン工業株式会社 熊本 開 
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（２）企業電話応対コンテスト 

協会本部が運営を統括しているもので、エントリー頂いた職場・事業所に合わせて設定したスクリプト

に基づき、専門スタッフが仮のお客様となって予告なしに電話をかけ、その応答模様を録音し、複数の

審査員で審査をする形式で実施しました。 

第２６回企業電話応対コンテストは全国から３３５事業所の参加があり、会長賞１社、理事長賞３社、 

優秀賞１６社の合計２０社が受賞しました。入賞事業所等は以下の通りです。 

 

全国参加事業所の業種部門別内訳           大阪支部の入賞事業所 

 

（３）電話応対技能検定（もしもし検定） 

電話応対のエキスパートとして即戦力になり得る社内指導者の育成を目的とした検定制度で、受検

者の取得計画動向等に合わせ１級～４級で計７回実施しました。 

 

項目 実施月 実施場所 
事業所数/ 

参加人数 
合格者数 

１級 研修会・検定試験 ２月 大阪トヨペットビル ４社/５名   ２名 

２級 研修会・検定試験 １２月 大阪トヨペットビル ７社/９名 ４名 

３級 研修会・検定試験 
７月 大阪トヨペットビル １２社/１２名 １０名 

３月 大阪トヨペットビル １２社/１２名 ７名 

４級 検定試験 

８月 大阪トヨペットビル １１社/１１名 １０名 

１０月 大阪トヨペットビル ４社/４名 ３名 

 １月 大阪トヨペットビル １２社/１５名 １０名 

 

（４）電話応対・ビジネスマナー研修等 

企業人・社会人としての心構え、ビジネスマンとしての接遇・接客・言葉使い、電話応対における基礎

力向上、お客様からのクレームに対する応対、コールセンターにおける指導力向上及び電話応対コン

クールでの入賞等を目的とした研修を実施しました。 

      

項目 実施日 実施場所等 講師等 
事業所数/ 

参加人数 

社会人のための 

ビジネスマナー研修 

４/１１（火） 

４/１３（木） 
大阪トヨペットビル 

荒木 博美 

奥田 郁子 
６社/１５名 

電話応対コンクール 

チャレンジセミナー 
４/２１（金） 大阪トヨペットビル 

小堀 恭子 

橋本 美詠子

堤 好美 

２６社/５１名 

賞 事業所名 

理事長賞 ダイキン工業株式会社 

理事長賞 大和ライフネクスト株式会社 

優秀賞 東洋アルミエコープロダクツ株式会社 

優秀賞 株式会社コンシェルジュ 

優秀賞 日本ハム株式会社 

業種部門名 事業所数 

商業・金融部門  ６４   

工業・公益部門  ４４   

サービス部門 ８７   

コールセンター等電話応対専門部門 １４０   

合計 ３３５   



- 4 - 

電話応対コンクール 

対策セミナー 
５/１６（火） Ｗeb配信 伊藤 康子 ６４社/１６６名 

電話応対トレーニング 

〔電話応対コンクール編〕 
５月～６月 

オンライン 

(Zoom) 

ユーザ協会 

契約講師 
５社/１７名 

電話応対フォローアップ研修 ６/８（木） 大阪トヨペットビル 小堀 恭子 ７社/１６名 

電話応対ロープレ研修 ６/２９（木） 大阪トヨペットビル 橋本 美詠子 ８社/９名 

声の表情を磨くボイストレーニング研

修 
７/１３（木） 大阪トヨペットビル 黒川 和彦 ８社/１４名 

質問&即応力向上研修 ７/２１（金） 大阪トヨペットビル 小堀 恭子 ９社/１２名 

高齢者応対研修 ８/１（火） 大阪トヨペットビル 中尾 知子 ４社/４名 

クレーム応対研修 １２/８（金） 大阪トヨペットビル 小堀 恭子 ８社/１３名 

採用内定者ビジネスマナー研修 １２/１４（木） 大阪トヨペットビル 
橋本 美詠子

堤 好美 
４社/１５名 

電話応対ロープレ研修 ２/２９（木） 大阪トヨペットビル 橋本 美詠子 ３社/３名 

コミュニケーション能力向上研修 ３/５（火） 大阪トヨペットビル 岡部 達昭 ２１社/２１名 

 

 

２．ＩＣＴ活用推進事業 

（１）ＩＣＴ活用推進事業については、「ＤＸ」、「アフターコロナ」、「働き方改革」、「クラウド」等を主要テー 

マとして、企業が抱える課題について、ＩＣＴサービスの活用により解決する実例を盛り込んだセミナー

を開催しました。 

 

項目・テーマ 開催日 
運営方法・ 

実施場所等 
講師等 

参加 

人数 

ＩＣＴセミナー 

「～DX戦略の成功条件～」 

 

演題①『大前研一さんに「ＤＸ戦略の成功

条件」を学ぼう！』 

 

演題②『今後の SMBにおける ICT×DX』 

７/５

（水） 

Ｗeb配信 

 

近畿、本部、東京、

東海主催 

大阪商工会議所、

NTT西日本/東日本

共催 

講師① 

大前研一（ビデオ） 

丹羽亮介〔㈱ﾏｲﾝﾄﾞｼｰｽﾞ〕 

 

講師② 

前田敦〔NTT西日本〕 

２１８名 

ＩＣＴセミナー 

２０２４年新春特別企画 「２０２３年経済から

見た今後の経済見通し」 

 

演題『大前研一さんに「２０２３年経済から見

た今後の経済見通し」を学ぼう！』 

 

１/１０

（水） 

Ｗeb配信 

 

近畿、本部、東京、

東海主催 

大阪商工会議所、

NTT西日本/東日本

共催 

講師 

大前研一（ビデオ） 

 丹羽亮介〔㈱ﾏｲﾝﾄﾞｼｰｽﾞ〕 

 

１９１名 
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トップセミナー 

演題『金メダリストの思考回路』 

 

１０/１３

（金） 

マイドームおおさか 

 

大阪支部主催 

NTT西日本関西支

店共催 

講師 

谷本歩実〔女子柔道 オリ

ンピック金メダリスト/日本オ

リンピック委員会 理事〕 

 

６７名 

 

（２）ＩＣＴに関する情報発信については、ホームページ、テレコム・フォーラム誌、メールマガジン等を活

用し、ＩＣＴを事業発展に役立てた実例を紹介するなど、会員及び情報通信サービス利用者にお役

立て頂ける情報をタイムリーに発信しました。 

 

 

３．「大阪支部ニュース」の発行 

各種事業のご案内、事業実施模様の掲載等、事務局と会員様間及び会員様相互間のコミュニケー

ションツールとして「大阪支部ニュース」を毎月発行し、テレコム・フォーラム誌に同封し会員様へお届け

しました。 

 

 

４．会議等 

項目 実施日 実施場所等 出欠状況 議案内容 

第１回 

理事会 

６/１５

（木） 

帝国ホテル

大阪 

役員数 ２４名 

出  席 ２０名 

委任状  ４名 

２０２２年度 事業活動報告及び決算・監査報告 

２０２３年度 事業活動計画（案）及び予算（案） 

第２回 

理事会 

１２/１１

（月） 

帝国ホテル

大阪 

役員数 ２４名 

出  席 １６名 

委任状  ８名 

２０２３年度 上期事業活動報告 

 

 

５．会員の状況 

組織 ２０２２年度末 入会数 退会数 増減 ２０２３年度末 

大阪支部 １，２２２ １５ ８７ ▲７２ １，１５０ 

 

  



- 6 - 

２０２３年度 収支決算報告書 

 

自：２０２３年４月　１日

至：２０２４年３月３１日

公益財団法人日本電信電話ユーザ協会 大阪支部

【収入の部】 　（単位：円）

① 予　算 ② 決　算 差異（②-①） 記　　事

事業収入 9,150,000 8,981,653 ▲ 168,347

　電話応対競技会収入 3,500,000 3,421,642 ▲ 78,358 電話応対コンクール関連

　会報誌等発行収入 1,300,000 1,334,716 34,716

　セミナー等収入 3,500,000 3,084,885 ▲ 415,115

　電話応対技能検定収入 750,000 1,140,410 390,410

　組織強化収入 100,000 0 ▲ 100,000

業務提携収入 300,000 1,129,750 829,750

雑収入 1,000 16 ▲ 984 受取利息

内部取引収入 3,500,000 3,332,051 ▲ 167,949

(A)当期収入合計 12,951,000 13,440,470 489,470

【支出の部】

① 予　算 ② 決　算 差異（②-①） 記　　事

事業費 11,500,000 9,954,568 ▲ 1,545,432

　電話応対競技会費 4,000,000 3,813,261 ▲ 186,739 電話応対コンクール関連

　会報誌等発行費 1,300,000 1,334,714 34,714

　セミナー等費 4,000,000 2,426,466 ▲ 1,573,534

　電話応対技能検定費 2,000,000 2,265,023 265,023

　組織強化費 200,000 115,104 ▲ 84,896 カレンダー手帳、交通費

管理費 1,500,000 1,745,195 245,195

　会議費 500,000 606,002 106,002

  その他経費 1,000,000 1,139,193 139,193 年会費、手土産

内部取引支出 1,350,000 867,368 ▲ 482,632

　上部費等支出 100,000 0 ▲ 100,000 本部運営資金、法人税分担金等

　消費税等分担支出 1,000,000 570,543 ▲ 429,457

　その他 250,000 296,825 46,825

(Ｂ)当期支出合計 14,350,000 12,567,131 ▲ 1,782,869

(Ｃ)当期収支差額(A-Ｂ) ▲ 1,399,000 873,339 2,272,339

(Ｄ)前期繰越額 7,850,372 7,850,372 0

(Ｅ)次期繰越額(C+D) 6,451,372 8,723,711 2,272,339

　勘　　定　　科　　目

　勘　　定　　科　　目
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貸借対照表 

 

 

 

  

公益財団法人日本電信電話ユーザ協会 大阪支部

　    　　　　（単位：円）

金　額 金　額

0 212,515

2,628,446 3,300

0 64,403

4,943,231 0

1,104,400 0

0 280,218

0

合　計 8,676,077 0

183,068 指定正味財産合計 8,723,711

144,781 一般正味財産 8,723,711

327,852 8,723,711

9,003,929 9,003,929資産合計 負債及び正味財産合計

現　金

普通預金

未払金

未収金 内部借入金

預り金

前受金

仮受消費税内部貸付金

仮受消費税

什器備品

その他の固定資産

正味財産

Ⅲ 正味財産の部

郵便貯金

固定資産

Ⅰ 資産の部 Ⅱ 負債の部

勘　定　科　目 勘　定　科　目

流動資産

合　計 合　計

前払金　

指定正味財産

（２０２４年 ３ 月 ３ １日 現 在）

流動負債

合　計



- 8 - 
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【第２号議案】 

役員人事について（案） 

 
 
１． 副支部長の推薦及び退任の承認の件 

 
新任  吉村 直樹   豊中商工会議所 会頭 

退任  柴田 仁      吹田商工会議所 会頭 

 
 
２． 理事の推薦及び退任の承認の件 

 

新任  柴田 仁      吹田商工会議所 会頭 

退任  吉村 直樹   豊中商工会議所 会頭 

退任  西村 晋      ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙｴｸｾﾚﾝｽ株式会社 総務ｾﾝﾀｰ 所長 

 
 

３． 顧問の推薦及び退任の承認の件 
 
新任  根本 浩二    株式会社 NTT ドコモ 執行役員 関西支社長 

退任  齋藤 武      前 株式会社 NTT ドコモ 常務執行役員 関西支社長 

 
 

４． 全理事の再任承認の件 

 
任期  自  ２０２４年 ４月 １日   

退任  至  ２０２６年 ３月３１日 

 
 

５． 全監事の再任承認の件 
 

任期  自  ２０２４年 ４月 １日 

退任  至  ２０２６年 ３月３１日 

 
 

６． 全顧問の再任承認の件 

 

任期  自  ２０２４年 ４月 １日 

退任  至  ２０２６年 ３月３１日 
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【第３号議案】 

２０２４年度 事業活動計画（案） 

 
  

日本電信電話ユーザ協会は、公益財団法人として２大事業である「ＩＣＴ活用推進事業」及び「テレコ

ミュニケーション教育事業」の普及拡大に向け、各種施策や会員サービスの充実等に取り組んでいると

ころです。 

２０２３年度においては、我が国経済が新型コロナウィルス感染症の影響から緩やかに回復していく中

で、ＩＣＴ活用推進事業としては、従来から実施してきた全国で視聴可能なＩＣＴセミナーのオンライン開

催の他に、ＤＸに関するｅラーニングやワークショップ型の研修等、協会として自らが新たなサービスや

デジタル技術を利用した業務の見直し等を行うと共に、参加される方々の要望に沿った施策を展開し

てきた一年でありました。テレコミュニケーション教育事業としては、昨年度に引き続き集合型にて電話

応対コンクール全国大会を札幌市にて開催しました。また、地区大会では集合、リモート方式の併用を

基本とした効率的な開催を行いました。 

２０２４年度事業運営においては、コロナ禍で培ったＩＣＴを活用したリモート方式等の事業運営方法

を更に進化させながら、公益財団法人として普く広く協会事業のプレゼンス向上に向け、これまで以上

に地域における商工会議所等との連携強化を図り、協会会員のみならず非会員の方々にも事業運営

の発展に資するような情報発信、活動の充実を図って参ります。 

ＩＣＴ活用推進事業については、中小企業のＤＸ導入支援や最新セキュリティ対策、近年話題となっ

ているＡＩ等の活用事例などの紹介を、全国で視聴が可能なオンラインセミナー、ＩＣＴ講座等にて積極

的に情報発信して参ります。併せて、商工会議所や各ステークホルダーの皆様と連携した地域密着型

セミナー開催等にも積極的に取り組みます。 

また、テレコミュニケーション教育事業においては、電話応対コンクール、企業電話応対コンテスト、

電話応対技能検定等を通じて、参加企業における電話応対品質の向上や参加者のスキルアップ等に

お役立ていただけるよう、更なる改善・工夫を行います。 

なお、活動内容については、ホームページ、メルマガ、情報誌及び大阪支部ニュース等を活用して

広く周知、発信していくことにより、ＩＣＴ活用推進事業やテレコミュニケーション教育事業の推進を通じ

て、地域課題の解決や地域活性化に寄与した事業展開を目指して参ります。 

 

 

Ⅰ 基本方針 

 

ＩＣＴ活用推進事業については、業務改革やコスト削減等の様々な課題解決に向けたＤＸ導入や、

不安定な世界情勢等を背景に対策が急務となっている情報セキュリティ、ＣｈａｔＧＰＴをベースとし

たテキスト生成ＡＩ等の最新技術のＩＣＴ活用事例等のご紹介や会員特典等により、皆様の課題解

決にお役立ていただける情報発信を積極的に行って参ります。 

また、テレコミュニケーション教育事業については、より多くの方にご活用いただけるように広く事業

紹介及び参加勧奨を行うとともに、事業内容の更なる充実に取り組みます。 
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Ⅱ 具体的な取り組み 

 

１．ＩＣＴ活用推進事業 

（１）２０２４年度においても、企業の課題解決や生産性向上に向けたＤＸの導入や、不安定な世界情

勢を背景に更に意識が高まっている最新のセキュリティ対策、コールセンターや企業の問い合わせ

手段として活用されつつあるＣｈａｔボット機能に使用されている最新技術「ＣｈａｔＧＰＴ」、ＩＣＴを活用

した企業の働き方改革、地域課題・まちづくりを解決するＩＣＴなどをＩＣＴ活用推進セミナーの主要テ

ーマとしてご提供していきます。 

（２）併せて、商工会議所や各ステークホルダーの皆様と連携した地域密着現地開催型セミナーにつ

いてもこれまで同様に積極的に開催して参ります。 

 

２．テレコミュニケ－ション教育事業 

（１）電話応対コンク－ルについては、最近の若者を中心とした「電話恐怖症」克服への処方箋として、

未参加企業、未参加事業所へ積極的な参加勧奨を行う等、参加拡大に取り組みます。また、地区

大会については、より多くの方に参加いただける様にＩＣＴを活用したリモート方式併用での大会運営

を推進します。 

（２）企業電話応対コンテストについては、様々な機会をとらえて事業内容の紹介を行い参加拡大に

取り組みます。また、参加いただいた企業の業務の振り返りにいち早くお役立ていただけるよう、ＩＣＴ

を活用した報告書のデジタル提供を行います。 

（３）電話応対技能検定については、各種教育機関や新たな企業に対して検定の仕組みを育成手段

として活用いただくことについて提案すると共に、合格者に対し上位級へのチャレンジを促すなど、

受検者数の拡大に取り組みます。 

（４）電話応対・ビジネスマナー等研修については、リモート方式等ＩＣＴを活用し受講者が参加しやす

い方法での開催を検討すると共に、参加者のビジネススキルの向上等にお役立ていただけるよう、

内容の充実に取り組みます。 

 

３．会員サービスの充実及び新規会員獲得活動の強化 

今後とも会員企業のご意見を積極的にお聞きし、会員の方々の満足度の向上をめざすと共に、ＩＣ

Ｔセミナー等に参加いただいた会員以外の方へも、当協会事業に対する認知度向上に向け、更な

る情報提供やイベントへの参加勧奨等を積極的に行い、新規会員獲得活動を強化して参ります。 

また、当協会自身がＩＣＴ活用のモデルとなるべく、積極的にＤＸ等の導入を図るとともに、更なる

業務の効率化を行って参ります。 
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２０２４年度 収支予算（案） 

 

 

 

自：２０２４年４月　１日

至：２０２５年３月３１日

公益財団法人日本電信電話ユーザ協会 大阪支部

【収入の部】 　（単位：円）

①２０２４計画 ②２０２３実績 差異〔①-②〕 記　　事

事業収入 7,480,000 8,981,653 ▲ 1,501,653

　電話応対競技会収入 2,600,000 3,421,642 ▲ 821,642 電話応対コンクール関連

　会報誌等発行収入 680,000 1,334,716 ▲ 654,716

　セミナー等収入 3,400,000 3,084,885 315,115

　電話応対技能検定収入 800,000 1,140,410 ▲ 340,410

　組織強化収入 0 0 0

業務提携収入 800,000 1,129,750 ▲ 329,750

雑収入 1,000 16 984 受取利息

内部取引収入 1,800,000 3,332,051 ▲ 1,532,051

(A)当期収入合計 10,081,000 13,443,470 ▲ 3,362,470

【支出の部】

①２０２４計画 ②２０２３実績 差異〔①-②〕 記　　事

事業費 9,320,000 9,954,568 ▲ 634,568

　電話応対競技会費 3,000,000 3,813,261 ▲ 813,261 電話応対コンクール関連

　会報誌等発行費 700,000 1,334,714 ▲ 634,714

　セミナー等費 3,700,000 2,426,466 1,273,534

　電話応対技能検定費 1,800,000 2,265,023 ▲ 465,023

　組織強化費 120,000 115,104 4,896 カレンダー手帳、交通費

管理費 1,800,000 1,745,195 54,805

　会議費 600,000 606,002 ▲ 6,002

　その他経費 1,200,000 1,139,193 60,807 年会費、手土産

内部取引支出 850,000 867,368 ▲ 17,368

　上部費等支出 0 0 0 本部運営資金、法人税分担金等

　消費税等分担支出 550,000 570,543 ▲ 20,543

　その他 300,000 296,825 3,175

(Ｂ)当期支出合計 11,970,000 12,567,131 ▲ 597,131

(Ｃ)当期収支差額(A-Ｂ) ▲ 1,889,000 873,339 ▲ 2,762,339

(Ｄ)前期繰越額 8,723,711 7,850,372 873,339

(Ｅ)次期繰越額(C+D) 6,834,711 8,723,711 ▲ 1,889,000

　勘　　定　　科　　目

　勘　　定　　科　　目
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２０２４年度 年間スケジュール表 

 

  
 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

★ ★

24

14

2

27

2

18

26

2

6

12

コミュニケーション能力向上研修 4

４級 7 2 6 8

３級 研修会 3

２級 研修会 4

１級 研修会 5・10

一次予選
2～

11

① 12

② 13

大阪大会

〈決勝〉
11

全国大会

〔高知県〕
15

大阪支部 ★ ★

大阪地区 ★ ★

大阪東地区 ★ ★

大阪南地区 ★ ★

大阪北地区 ★ ★

行　事　名

セ

ミ

ナ

ー

ICTセミナー〔オンライン〕

電話応対コンクール チャレンジセミナー

電話応対コンクール 対策セミナー〔オンライン〕

　理事会

研

　

修

社会人のためのビジネスマナー研修

電話応対フォローアップ研修

電話応対ロープレ研修

声の表情を磨くボイストレーニング研修

クレーム応対研修

ビジネスマナー研修

も

し

も

し

検

定

電話応対技能検定（もしもし検定）

資格取得研修会・検定試験

質問＆即応力向上研修

高齢者応対研修

　電話応対コンクール

エリア大会

〈二次予選〉

電話応対トレーニング研修等〔オンライン〕 適 宜


